
Ｑ３ このイベントを見て障害者の雇用についてどのように思われるようになりまし

たか。

大会を見て障害者の雇用に対する理解が深まった者の割合は、中期目標の８０％

以上に対し９７．２％で、前回大会（第 32 回神奈川大会）の９７．１％同様に、ワ

ークフェアが障害者雇用への理解を促進している割合は依然高いと言える。

＜「理解が深まった」の内容の割合（複数回答）＞

障害者の雇用に対する理解が深まった内容では、回答者の半数以上が「障害があ

っても工夫をすれば多くの職場で働けることがわかった。」と回答している。

理解を深めることは
できなかった

0.3%

その他
2.5%

理解が
深まった
97.2%

理解が深まった人の割合：９７．２％
（中期目標数値：８０％以上）

53.5%

26.8%

28.5%

29.1%

39.5%

13.8%

0% 25% 50% 75% 100%

⑥障害者を雇用することについて考えるようになった

⑤障害者の雇用に役立つさまざまな支援機器があることがわかった

④障害者雇用にあたっての課題を理解することができた

③障害者の雇用についてさらに詳しい情報が欲しくなった

②障害者の雇用について関心を持つようになった

①障害があっても工夫をすれば多くの職場で働けることがわかった
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Ｑ２－１ ワークフェア２０１１を見てどう思われましたか。（自由記述）

〈肯定的評価の主な理由〉

●出展者・出演者に対する高い評価（計１５４件）

「障害者の働く場について、多く知ることができ、直接担当者と話せてよく理解できた。」

（他、５２件）

「多くの就労支援機関について知ることができ、就労支援についてよく理解できた。」

（他、９件）

「障害のある方の頑張る姿がみられて良かった。」（他、７件）

「障害者雇用に関する、様々な取組みや配慮の状況が分かり、参考になった。」

（他、４件）

「企業の方の対応が丁寧で、説明が分かりやすかった。」（他、５件）

「全国レベルでの色々な取組みについて、知ることができた。」（他、４件）

「自分と同じ障害の方が、どのようにして仕事をしているのか、しっかり確認できた。」

（他、１件）

●ワークフェアの意義・効果（計１２２件）

「色々な企業の取組や仕事の場を知ることができた。」 （他、１８件）

「これまで全く知る事のなかった、障害者の雇用問題について考えるきっかけになった。」

（他、１１件）

「行政、企業、学校等で様々な取組や障害のある人の就労の実態など、一度に見ることが

でき、とても良かった。」（他、６件）

「埼玉県内外の情報を得ることができた。」（他、４件）

「障害者の就労支援に役立つ情報が得られた。」（他、４件）

「将来の就職に向けて役立つ情報が得られた。」（他、３件）

「気軽に相談できるところがよかった。」（他、１件）

「特別支援学級の担任として、ハンデを抱えた生徒の就職を考えた時、どんな形での就労

があるかを知る大変良い機会になった。」

「子供が最近、障害者手帳を取得した為、就労について詳しい情報を知ることができた。」

「社会全体で応援してもらっている様なあたたかい気持ちにさせてもらった。全国に多く

の就職先があることを知り、大きな安心感のようなものを感じた。」

●ワークフェアの運営に対する評価（計７６件）

「会場が広くいろいろな展示をするスペースがあり、様々な企業や展示物が見られたのが

よかった。」（他、９件）

「見やすく会場全体の雰囲気がよかった。」（他、７件）

「色々なイベントがあり、内容が充実していた。企画の中身、課題が適切である。」

（他、６件）

「スタッフの方々がキビキビと精力的に動かれているのが印象的だった。」（他、１件）

〈否定的評価の理由〉

「対象とする障害種類がブースごとにはっきりしないので、どこを見るといいか分かりに

くい。」

「パーテーションで囲まれたブースの通路が狭かった。」
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Ｑ５ ワークフェア２０１１を見ての感想・ご意見をご自由にお書きください。

〈肯定的な主な感想・意見〉

●出展者・出演者に対する感想】（計１６５件）

「色々な会社のブースが見られて、これからの参考になる。」（他、１７件）

「障害のある方が働く姿を見せて頂いたりしたので、とても良かったです。」（他、６件）

「アート関係のブースがあって、嬉しかった」（他、２件）

「関係者の熱意が感じられた。」（他、２件）

「実際に取り組んでいる内容を具体的に知ることができて良かったです。」（他、１件）

「企業ごとに様々な雇用の方法があり、工夫の仕方しだいで、雇用の幅が広がり、もっと

多くの職業で障害者雇用ができることを考えさせられました。」（他、１件）

「多くの企業と連帯感を持つことができ、充実した 1 日でした。」 （他、１件）

「障害者雇用に関して、いろいろ参考になった。」（他、１件）

「たくさんの企業が障害者雇用をしているのに驚いた。」（他、１件）

「皆で支え合っているという姿勢がよかった。」（他、１件）

「息子（知的障害の中学生）の進路が不安だったので来場した。特定の仕事のみならず、

幅広い職種選択ができることが分かり、希望が持てた。」

●ワークフェアの運営や広報に関する意見（計１９０件）

「様々な出展があり、とても勉強になりました。もっとたくさんの人に来てもらえるよう

宣伝すべきと思った。」（他、２２件）

「様々なイベントがあり、障害や障害者について知る、関心をもつ機会になって良いと思

う。」（他、１件）

「企業の方にこそ、来て見て感じてもらえる周知が必要だと思う。」

●今後への希望（計１０２件）

「ワークフェアの回数や開催地を増やして欲しい。」（他、１１件）

「障害者雇用に関心をもつ企業が増えて欲しい。」（他、５件）

「会場レイアウト、ガイドブック等が事前に HP 等で手に入ると、どこを見ようか考える余

裕ができていい。」

「中途障害者の訓練施設（機関）等の相談ができる場が欲しいと思いました。」

「もっと一般の人にも周知をして、是非見に来て欲しい。」（他、７件）

「就労へつなげるために何をしたらいいかなどの具体的な相談コーナーがあってもいいと

思った。」（他、１件）

〈否定的な主な感想・意見〉

「ブースによっては、こちらからアクションを取らないと何も起こらない状況が気になり

ました。もう少し声をかけてくれたり、資料を見せてくれたりと、能動的であって欲し

い」

「最終日１５時過ぎに出展者が片付け始め、とても寂しかった。少なくとも１６時半まで

はしっかり展示して欲しい。」（他、１件）

「会場までの案内をもう少し丁寧にして欲しい。駐車場からスムーズに来られなかった」
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「働く広場」アンケート調査結果

【5 月号実施】

設 問：「働く広場」は参考になっていますか

「非常に参考になる 14.0％」＋「参考になる 77.6％」

理解度 91.6％

送付部数：54000 部

回答数：737 件

回収率：1.3％

設 問：今後はどのような内容のものが掲載されるとよいとお考えですか(複数回答)

14.2

45.6

25.6

14.7
16.6

30.1 30.8

26.2
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康
管
理

障
害
者
の
職
場
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法
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雇
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害
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就
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支
援
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設

そ
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他

無
回
答

非常に参考に
なる
14.0%

無回答
3.3%

あまり参考に
ならない
5.0%

参考にならな
い
0.1%

参考になる
77.6%

今回実施 n=737
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ク

(
1
1
/
2
0
発

行
）

3
グ

ラ
ビ

ア
第

8
回

国
際

ア
ビ

リ
ン

ピ
ッ

ク
大

韓
民

国
・

ソ
ウ

ル
大

会
2
0
1
1
「

世
界

に
向

け
た

無
限

の
挑

戦
」

4
編

集
委

員
が

行
く

東
日

本
大

震
災

「
あ

の
と

き
み

ん
な

ど
う

し
て

い
た

の
だ

ろ
う

！
東

日
本

大
震

災
の

恐
怖

の
な

か
で

、
障

害
の

あ
る

人
た

ち
は

、
家

族
の

方
た

ち
は

」
西

嶋
美

那
子

2
0
1
2

1
私

の
ひ

と
こ

と
東

日
本

大
震

災
「

―
町

か
ら

次
々

と
社

会
サ

―
ビ

ス
が

消
え

て
い

っ
た

」
N
P
O
法

人
い

わ
き

自
立

生
活

セ
ン

タ
―

理
事

長
長

谷
川

秀
雄

1
2

職
場

ル
ポ

東
日

本
大

震
災

「
新

潟
沖

中
越

地
震

か
ら

7
年

被
災

地
復

興
の

秘
訣

を
聞

い
た

」
(
1
2
/
2
0
発

行
）

3
特

集
障

害
者

ワ
―

ク
フ

ェ
ア

2
0
1
1

i
n
さ

い
た

ま
4

編
集

委
員

が
行

く
東

日
本

大
震

災
「

ふ
る

さ
と

の
恵

み
売

る
福

島
の

障
害

者
た

ち
～

社
会

福
祉

法
人

こ
こ

ろ
ん

～
」

金
子

鮎
子

2
0
1
2

1
こ

の
人

を
訪

ね
て

「
中

小
企

業
に

お
け

る
障

害
者

の
雇

用
促

進
策

を
考

え
る

」
中

小
企

業
組

合
研

究
所

研
究

部
長

原
川

耕
治

2
2

職
場

ル
ポ

「
「

牛
め

し
」

を
支

え
る

一
員

で
す

！
」

株
式

会
社

松
屋

フ
―

ズ
(
1
/
2
0
発

行
）

3
グ

ラ
ビ

ア
東

日
本

大
震

災
「

被
災

地
の

障
害

者
に

元
気

を
届

け
た

い
」

」
岡

山
・

平
成

い
も

の
会

4
特

集
特

集
「

ソ
―

シ
ャ

ル
フ

ァ
―

ム
」

社
会

福
祉

法
人

恩
賜

財
団

理
事

長
炭

谷
茂

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ぬ

く
も

り
福

祉
会

た
ん

ぽ
ぽ

2
0
1
2

1
私

の
ひ

と
こ

と
「

精
神

障
害

者
の

就
労

に
向

け
て

」
有

限
会

社
紀

州
高

田
果

園
代

表
高

田
智

史
3

2
職

場
ル

ポ
「

共
生

社
会

」
を

実
現

し
た

い
」

三
菱

商
事

太
陽

株
式

会
社

(
2
/
2
0
発

行
）

3
グ

ラ
ビ

ア
「

精
神

障
害

者
が

活
躍

す
る

「
製

造
一

課
一

係
」

収
益

率
、

社
内

N
o
.
1
」

ア
ク

テ
ッ

ク
株

式
会

社
（

大
阪

・
枚

方
市

）
4

公
開

座
談

会
「

障
害

者
週

間
連

続
セ

ミ
ナ

―
「

『
働

く
広

場
』

公
開

座
談

会
」

紙
上

採
録

精
神

障
害

者
の

雇
用

は
、

今
V
o
l
.
3
」
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離
職

者
訓

練
訓

練
区

分
別

入
所

・
修

了
状

況
（
平

成
１
９
～

２
３
年

度
）

（
単

位
：
人

）

（
注

１
）

入
所

者
数

は
、

平
成

２
３

年
４

月
か

ら
平

成
２

４
年

３
月

ま
で

に
開

始
し

た
コ

ー
ス

の
実

績
で

あ
る

こ
と

。
（

注
２

）
修

了
者

数
及

び
就

職
者

数
は

、
平

成
２

３
年

４
月

か
ら

平
成

２
４

年
１

月
ま

で
に

終
了

し
た

コ
ー

ス
の

訓
練

終
了

後
３

か
月

時
点

（
平

成
２

４
年

４
月

末
）

の
実

績
で

あ
る

こ
と

。
（

注
３

）
修

了
者

数
及

び
就

職
者

数
は

、
実

践
的

な
職

業
訓

練
コ

ー
ス

を
受

講
す

る
に

あ
た

っ
て

、
必

要
な

基
礎

的
能

力
を

習
得

す
る

１
ヶ

月
間

の
訓

練
を

除
く

。

【
参

考
１
】
平

成
１
９
～

２
２
年

度
（
単

位
：
人

）

う
ち

常
用

労
働
者

数

う
ち

常
用

労
働

者
数

う
ち

常
用

労
働

者
数

う
ち

常
用

労
働
者

数

2
5
,7
1
8

1
5
,2
9
0

1
4
,9
6
0

1
0
,2
6
4

8
2
.6
%

6
8
.6
%

2
9
,4
0
5

1
7
,7
8
6

1
5
,8
0
8

1
0
,4
6
0

7
8
.6
%

6
6
.2
%

2
7
,1
4
4

1
6
,9
2
5

1
4
,9
6
5

1
1
,0
3
3

7
9
.2
%

7
3
.7
%

2
8
,9
4
9

1
8
,9
7
7

1
7
,3
6
8

9
,4
5
6

8
1
.9
%

7
6
.2
%

2
,4
5
2

1
,6
1
3

1
,6
9
3

1
,3
0
6

8
7
.6
%

7
7
.1
%

3
,0
8
8

2
,0
2
8

1
,9
4
5

1
,4
9
7

8
3
.6
%

7
7
.0
%

2
,5
1
1

1
,3
1
5

1
,2
1
0

1
,0
3
2

8
2
.1
%

8
5
.3
%

1
,5
6
0

5
0
2

5
4
2

4
7
2

8
9
.7
%

8
7
.1
%

（
注

１
）

各
年

度
と

も
、

入
所

者
数

は
、

当
年

４
月

か
ら

翌
年

３
月

ま
で

に
開

始
し

た
コ

ー
ス

の
実

績
で

あ
る

こ
と

。
（

注
２

）
各

年
度

と
も

、
修

了
者

数
及

び
就

職
者

数
は

、
当

年
４

月
か

ら
翌

年
１

月
ま

で
に

終
了

し
た

コ
ー

ス
の

訓
練

終
了

後
３

か
月

時
点

（
翌

年
４

月
末

）
の

実
績

で
あ

る
こ

と
。

（
注

３
）

修
了

者
数

及
び

就
職

者
数

は
、

実
践

的
な

職
業

訓
練

コ
ー

ス
を

受
講

す
る

に
あ

た
っ

て
、

必
要

な
基

礎
的

能
力

を
習

得
す

る
１

ヶ
月

間
の

訓
練

を
除

く
。

【
参

考
２
】
労

働
力

調
査

（
単

位
：
％
、
万

人
）

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

3
0
7

1
9
0

1
1
7

3
1
2

1
9
3

1
1
9

3
4
3

2
1
0

1
3
3

2
6
5

1
5
9

1
0
6

2
5
7

1
5
4

1
0
3

(▲
1
5
)

(▲
9
)

(▲
5
)

(▲
3
1
)

(▲
1
7
)

(▲
1
4
)

(+
7
8
)

(+
5
1
)

(+
2
7
)

(+
8
)

(+
5
)

(+
3
)

(▲
1
8
)

(▲
1
4
)

(▲
4
)

資
料
出
所

総
務
省
統
計
局
「
労
働
力
調

査
」

（
注
）

（
）
内
は
前
年
同
期
差
。

就
職
者

の
う
ち

常
用

労
働
者

の
割
合

就
職
者
数

（
中
退

就
職
者

数
を

含
む
）

就
職
率

就
職
者

の
う
ち

常
用

労
働
者

の
割
合

完
全

失
業

者
完

全
失

業
率

完
全

失
業

者
完

全
失

業
率

区
分

施
設
内
訓
練

う
ち
短
期
課
程
活
用
型

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

区
分

平
成

２
３
年

度

入
所
者
数

修
了

者
数

就
職

者
数

（
中

退
就

職
者

数
を
含

む
）

う
ち

常
用

労
働

者
数

就
職

率
就

職
者

の
う
ち

常
用

労
働

者
の

割
合

平
成

１
９
年

度

う
ち
短

期
課

程
活

用
型

デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム

完
全

失
業

率
完

全
失

業
者

完
全

失
業

率

5
.0

4
.5

4
.9

4
.1

平
成

２
２
年

度
平

均

完
全

失
業

者

施
設

内
訓

練

入
所
者
数

就
職

者
の

う
ち

常
用

労
働

者
の

割
合

就
職

者
数

（
中

退
就

職
者

数
を

含
む
）

就
職
率

入
所
者
数

修
了
者
数

9
1
.3
%

6
9
.5
%

7
9
.3
%

8
4
.6
%

9
,4
3
1

1
,1
0
3

平
成
２
２
年
度

修
了
者
数

就
職
者
数

（
中
退

就
職
者

数
を

含
む
）

就
職

率

平
成
２
３
年

度
平

均

平
成

２
１
年

度

入
所

者
数

修
了

者
数

2
4
,3
4
0

2
,1
7
4

1
3
,2
0
1

1
,2
1
6

1
3
,5
6
9

1
,3
9
1

平
成

２
０
年

度

入
所

者
数

修
了

者
数

就
職

者
数

（
中

退
就

職
者

数
を

含
む
）

就
職

率

就
職

者
の

う
ち

常
用

労
働

者
の

割
合

平
成

２
１
年

度
平

均
平

成
２
０
年

度
平

均
平

成
１
９
年

度
平

均

完
全

失
業

者

5
.3

4
.5

5
.2

5
.5

4
.8

3
.8

3
.9

4
.0

4
.1

3
.7

3
.9

完
全

失
業

率

13
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就
職
促
進
活
動
計
画
策
定

（
就
職
対
策
委
員
会
）

就
職

支
援
の
流
れ

Ｐ

各
就
職
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施

Ｄ

就
職
支
援
実
施
結
果
の
評
価

Ｃ
就
職
支
援
の

改
善
・
見
直
し
の
方
向
性

Ａ

就
職

支
援

マ
ッ
プ
の

概
要

就
職
支
援

の
取
組

潜
在
的
に
採
用
意
欲
の
あ
る
求
人
企
業
の
開
拓

及
び

公
共
職
業
安
定
所
と
の
連
携
等
に
よ
る
求
人
情
報
の
提
供
。

訓
練
開
始
時
か
ら
段
階
的
で
き
め
細
か

い
面
接
指
導

の
実
施
。

職
業
能
力
開
発
施
設
が
詳
細
な
訓
練
生
求
職
情
報
を

独
自
に
作
成
し
、
求
人
開
拓
先
企
業
に
提
供
。

事
業
主
と
の
橋
渡
し
の
た
め
、
訓
練
生
の
採
用
面
接
や

企
業
訪
問
に
職
業
訓
練
指
導
員
が
同
行
。

厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
に
応
じ
て
就
職
支
援
の
重
点
事
項
を

設
定
し
、
就
職
支
援
項
目
ご
と
の
進
捗
管
理
を
実
施
。

【
就
職
支
援
マ
ッ
プ
の
活
用
】

高
い
就
職
率
を
達
成
し
て
い
る
指
導
員
の
就
職
支
援
に
係
る

行
動
特
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約
し
、
共
有
化
。

【
就
職
支
援
行
動
ガ
イ
ド
の
活
用
】

訓
練
受

講
及

び
再

就
職

に
向

け
た
心

構
え
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン

１
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
。

１

指
導
員

等
が

企
業

訪
問

を
行

い
、
人

材
情

報
の
配
布
を
通
じ
た

求
人
開

拓
を
実

施
。

未
就
職

修
了

者
に
対

し
て
、
再

就
職

に
向

け
た
就
職
意

欲
の
喚

起
を
行

い
、
訓

練
修

了
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
説

明
。

就
職
意

識
の

高
揚

と
就

職
希

望
職

種
等

の
把

握
の
た
め
、
ジ
ョ

ブ
・
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
や

三
者

面
談
等

を
実

施
。

応
募
書

類
作

成
指

導
や

面
接
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
、
就
職

活
動
状

況
に
応

じ
た
個

別
指

導
を
実

施
。

就
職
意
識
の

啓
発

の
た
め
、
就

職
活

動
の

心
構
え
や
雇

用
失
業

情
勢
等
の

講
話
を
実

施
。

２ ３ ４ ５ ６

未
就
職

修
了

者
に
対

し
て
、
追

跡
調

査
の

状
況
に
応
じ
て
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
（
求

人
情

報
の

提
供

や
就

職
相

談
等
）
を
実
施
。

７
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就
職

支
援

行
動

ガ
イ
ド
の

概
要

「
指

導
員

が
抱

え
る
就

職
支

援
の
悩

み
」
の

具
体

的
な
事

例
に
対

し
て
、
指

導
員

が
ど
の

よ
う
に
受

講
者

に
接

し
、
指

導
す
る
か
の
参

考
例

を
収

集
し
、
「
就

職
支

援
行

動
シ
ー
ト
」

等
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
。

具
体

的
に
は
、
受

講
者
の
就

職
に
向

け
、
指

導
員

は
ど
の
よ
う
な
指

導
に
よ
っ
て
、
受

講
者

を
意

識
変

革
や
行

動
変

容
さ
せ
る
の
か
、
対

応
事

例
や
参

考
資

料
を
本

ガ
イ
ド
で
紹

介
。

「
就

職
支

援
行

動
シ
ー
ト
」の

構
成
は
、
受

目 標 達 成 に 向 け た 支 援 行 動

受
講

者
の

状
況

・
態

度
が

ど
ん
な
と
き

（
変

化
、
き
っ
か

け
）

【
先

行
条

件
】

【
訓

練
指

導
面

】
①

実
習

時
に
は

指
導

員
の

説
明

を
最
後

ま
で
し
っ
か

り
と
聞

か
な
い
た
め
早
合
点

が
多
く
、
時

々
失
敗

が
見
ら
れ

る
。

②
悪

気
は

感
じ
取

れ
な
い
が

、
自

己
中
心

的
で
指
示

事
項
を
聞

か
ず
に
自
己
流

で
実
習
に
取
り
組
む
状

況
が
見

ら
れ
る
。

③
就

職
試

験
で
失

敗
を
繰

り
返

す
た
め
訓
練
受

講
態
度

の
低
下

が
見
ら
れ
る
。

【
就

職
支

援
面

】
①

三
者

面
談

に
お
い
て
、
自

分
ば
か
り
話
そ
う
と
し
て
説
明

を
最
後
ま
で
聞

け
な
い
様

子
が
見

ら
れ
る
。

②
緊

張
感

か
ら
く
る
あ
が

り
症

の
た
め
、
模
擬

面
接
に
お
い
て
面
接

者
の
質

問
を
し
っ
か
り
と
聞
け
ず
し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
回

答
す
る
状

況
が

見
ら
れ

る
。

具
体

的
な
支

援
・

行
動

の
内

容
（
ど
ん
な
行

動
）

【
行

動
】

①
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
活

用
し
て
自

信
が

持
て
る
ま
で
繰

り
返
し
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
よ
る
面
接

練
習
を
行
っ
た
。

②
模

擬
面

接
で
気

づ
い
た
こ
と
な
ど
を
中
心
に
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

③
緊

張
感

を
取

る
練

習
と
し
て
毎

朝
３
分

間
ス
ピ
ー
チ
を
実
施
し
、
あ
が
り
症
の

緩
和
対

策
を
行
っ
た
。

④
伝

え
た
い
こ
と
の

要
点

を
整

理
し
て
的

確
に
ま
と
め
る
対

策
と
し
て
、
職

務
経
歴

書
の
作

成
支
援

を
通
じ
て
自
己

理
解
と
仕
事

理
解
の

整
理

を
行

っ
た
。

期
待

す
る
受

講
者

の
様

子
・
反

応
（
ど
う
な
っ
た
）

【
結

果
】

①
自

己
理

解
を
深

め
た
こ
と
に
よ
り
、
落
ち
着
い
て
相
手
の

話
し
を
聴
く
よ
う
に
な
る
。

②
仕

事
理

解
を
深

め
た
こ
と
に
よ
り
、
自
信
を
持

っ
て
就
職
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

③
失

敗
の

原
因

を
認

識
し
た
こ
と
に
よ
り
、
訓
練
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
。

④
就

職
試

験
に
失

敗
し
て
も
、
前

向
き
に
原
因
と
課

題
を
整
理

す
る
よ
う
に
な
る
。

悩
み

区
分

流
れ

の
中

で
つ
ま
ず

く

悩
み

に
応

じ
た
指

導
の

類
型

何
ら
か

の
“
つ
ま
ず

き
”
に
よ
り
、
訓

練
受
講

意
欲
や

就
職
意

欲
が
下

が
っ
た

受
講

者
に
対

す
る
指

導

悩
み

を
生

む
受

講
者

の
行

動
や

要
因

幾
度

も
採

用
試

験
に
失

敗

【
支
援
形
態
】

■
訓
練
指
導

■
就
職
支
援

□
そ
の
他

(
)

【
区

分
】

■
意
識
改
革

■
行
動
変
容

□
そ
の
他

(
)

就
職
支
援

行
動
シ

ー
ト

「
就

職
支

援
行

動
シ
ー
ト
」の

構
成
は
、
受

講
者

の
一

連
の
変

化
を
例

示
し
、
「
受

講
者

の
行

動
が
ど
の
よ
う
な
と
き
に
【
先

行
条

件
】
、

指
導

員
が
こ
の
よ
う
な
支

援
や
行

動
を
し
た
ら

【
行

動
】
、
そ
の
後

に
受

講
者

の
行

動
や
環

境
が
変

化
し
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
【
結

果
】
と
い
う

関
係

」
が
理

解
で
き
る
よ
う
区

分
し
て
い
る
こ
と
。

指
導

員
の
指

導
（
支

援
や
行

動
）
後

に
受

講
者

の
様

子
・
反

応
が
ど
う
変

化
し
た
か
？

【
結

果
】
に
つ
い
て
、
指

導
方

法
を
分

析
す
る
と
と

も
に
自

主
的

か
つ
継

続
的

な
就

職
支

援
の

結
果

を
振

り
返

る
こ
と
に
よ
り
、
指

導
員

の
就

職
支

援
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
ま
す
。
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そ
の

他
会

議
（

１
１

５
件

）

都
道

府
県

公
共

職
業

能
力

開
発

施
設

と
の

連
絡

会
議

求
職

者
支

援
訓

練
制

度
説

明
会

個
別

訪
問

・
郵

送
等

（
１

２
３

件
）

民
間

教
育

訓
練

機
関

都
道

府
県

公
共

職
業

能
力

開
発

施
設

機
構

主
催

会
議

（
１

９
４

件
）

地
方

運
営

協
議

会

各
公

共
職

業
能

力
開

発
施

設
部

会

訓
練

計
画

専
門

部
会

（
提
供
事
例
）

・
府
の
依
頼
を
受
け
、
府
内
の
各
高
等
職
業

技
術
専
門
校
等
の
全
指
導
員
を
対
象
と
し
た

研
修
に
お
い
て
、
離
職
者
訓
練
で
の
就
職
支

援
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
、
就
職
支
援
マ
ッ

プ
等
の
就
職
支
援
ツ
ー
ル
を
用
い
て
、
就
職

支
援
の
効
果
的
な
指
導
方
法
を
講
義
し
た

（
６
施
設
１
２
０
名
受
講
）
。

（
提
供
事
例
）

・
地
方
運
営
協
議
会
、
地
方
運
営
協
議
会
大

学
校
部
会
ま
た
は
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
部

会
、
地
方
運
営
協
議
会
訓
練
計
画
専

門
部
会
な
ど
の
機
構
の
会
議
の
場
を
利
用
し

て
、
就
職
支
援
マ
ッ
プ
や
就
職
支
援
行

動
ガ

イ
ド
等
の
就
職
支
援
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
就

職
支
援
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
行
っ
た
。

（
提
供
事
例
）

・
求
職
者
支
援
訓
練
ま
た
は
委
託
訓
練
の
実

施
を
希
望
す
る
民
間
教
育
訓
練
機
関
の
要

請
に
応
じ
て
訪
問
を
行
い
、
就
職
支
援
マ
ッ

プ
等
の
就
職
支
援
ツ
ー
ル
等
を
用
い
て
就
職

支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
行
っ
た
。
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専
攻
実
技

高
度
技
能
者
養
成
訓
練
の
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
総
訓
練
時
間

に
占

め
る
実

習
時

間
の
割

合
）

2
,1

2
4

h
（

7
5

.6
%
）

総
訓
練
時
間
数
の
８
割
は
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
設
定
し
て
い
る
。

残
り
の
２
割
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
て
、
各
大
学
校
に
お
い
て
設
定
す
る
。

＜
特

長
＞

応
用

課
程

：
生
産
機
械

シ
ス
テ
ム
技
術
科

■
総

合
的

な
も
の
づ
く
り
に
必
要

と
な
る
知
識

等

■
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
方

式
に
よ
る
生

産
現

場
に
密

着
し
た
製
品
の
企

画
開

発
か

ら
製
作

ま
で
の

も
の

づ
く
り
能

力
を
習

得
す
る
た
め
、
課

題
実

習
、
企

業
実

習
な
ど
を
設
定

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
定

４
年

間
の
教
科
割
合

開
発

課
題
実
習

9
7

2
h

/2
,1

2
4

h
（

4
5

.8
%
）

（
総

合
制

作
実

習
＋

開
発
課

題
実

習
）

/全
専

門
実

技
時

間

応
用
課
程
（
２
年
）
：
生
産
技
術
・
生
産
管
理
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
養
成
（
生
産
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
）

専
門
課
程
（
２
年
）
：
技
術
革
新
に
対
応
で
き
る
高
度
な
知
識
・
技
能
を
兼
ね
備
え
た
実
践
技
能
者
（
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

養
成
す
る
人
材
像

機
械

シ
ス
テ
ム
系

の
例

※

一
般
教
育
科
目 合

計
５
，
６
１
６
Ｈ

基
礎
学
科
＋
専
攻
学
科

基
礎
実
技

専
攻
実
技

専
攻
学
科

＋
専
門

課
程

：
生
産
技
術
科

3
2

4
h

（
1

1
.5

%
）

1
,0

0
8

h
（

3
5

.9
%
）

1
,4

7
6

h
（

5
2

.6
%
）

6
8

4
h
（

2
4

.4
%
）

■
実

践
技

能
者

と
し
て
の

必
須

科
目
で
あ
る

「
数

学
」
、
「
物

理
学

」
、
「
工
業

英
語

」
等
を
設

定

■
設

計
か

ら
製

作
・
施
工

に
至
る
一

連
の

技
能
・

技
術

に
直

結
し
た
理
論
や

知
識

を
習
得

す
る
た

め
に
、
力

学
、
製

図
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基

礎
、
制

御
等

の
基

礎
的

学
科

を
設
定

■
生

産
現

場
に
お
い
て
必

要
と
な
る
設

計
・
製

作
能

力
等

を
中

心
に
習

得
す
る
た
め
に
、
加
工

実
習

、
総

合
制

作
実

習
、
制

御
実
習

な
ど
を
設

定■
総

合
的

な
も
の

づ
く
り
に
必
要

と
な
る
知
識

等
を
習

得
す
る
た
め
に
、
生

産
管
理

、
品

質
管

理
、

工
業

法
規

、
開

発
技

法
等

を
設
定

総
合

制
作
実
習

2
1

6
h

/1
,4

7
6

h
（

1
4

.6
%
）

実
技

6
4

.1
%

学
科

3
0

.1
%

一
般
教
育
科
目

5
.8

%

（
総

合
制

作
実

習
＋

開
発
課

題
実

習
）

/全
専

門
実

技
時

間
2

1
%

※
H

2
3
年

度
関

東
職

業
能

力
開

発
大

学
校

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
参

考
13
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平成２３年度「ものづくり体験教室」実施状況

実施回数 参加者数

能開大等
１９０回

（１５２回）

１７，１９５人

（１８，５３３人）

ポリテクセンター
９５回

（８１回）

１６，０９１人

（１１，７９５人）

計
２８５回

（２３３回）

３３，２８６人

（３０，３２８人）

（ ）内は平成２２年度の実施状況
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平成２３年度ものづくり体験教室の開催例

１ 機械加工

【NC 旋盤を使用したアルミニウム製こまの製作】

実施施設 千葉ポリ、福井ポリ、南伊勢ポリ、米子ポリ、宮崎ポリ

体験内容 太いアルミ棒から NC 旋盤（プログラムで自動加工する旋盤）を使って、「こま」

を削り出す。金属の塊から製品を作り上げるプロセスと、コンピュータへ入力

したプログラムで加工機械を動かす仕組みを学習する。

【穴あけボール盤を使用したさいころの製作】

実施施設 和歌山ポリ

体験内容 やすりや穴あけボール盤を使って、金属（真鍮）のピカピカ輝くサイコロを製作

する。

【レーザー加工によるネームプレートの製作】

実施施設 徳島ポリ、秋田短大

体験内容 CAD／CAM でネームプレートの文字入力・プログラム作成を行い、プログラム

データをレーザー加工機に転送し、プレートを加工する。
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２ 金属加工

【鋳造キーホルダーの製作】

実施施設 群馬ポリ、佐賀ポリ、熊本ポリ、秋田短大、関

東能開大、北陸能開大、

田校）

体験内容 実際に船などの機械部品にも使われている錫

（すず）と亜鉛、銅などの合金を熱して液体に

した後、型に流し込み、冷やし固めて加工する

「鋳造（ちゅうぞう）」という方法を学習する。

コルク板で好きな形の型を作り、オリジナルの

キーホルダーを製作する。

【銅板レリーフの製作】

実施施設 千葉ポリ、滋賀ポリ、

体験内容 板金技術を学ぶ。薄い銅板に自分で書いた絵や文字を転写して、下絵に沿って

釘を打ち、裏から打ち出して絵や文字を浮かび上がらせる。

【鋳造キーホルダーの製作】

群馬ポリ、佐賀ポリ、熊本ポリ、秋田短大、関

東能開大、北陸能開大、石川短大、千葉短大（成

実際に船などの機械部品にも使われている錫

（すず）と亜鉛、銅などの合金を熱して液体に

した後、型に流し込み、冷やし固めて加工する

「鋳造（ちゅうぞう）」という方法を学習する。

コルク板で好きな形の型を作り、オリジナルの

キーホルダーを製作する。

滋賀ポリ、加古川ポリ、

板金技術を学ぶ。薄い銅板に自分で書いた絵や文字を転写して、下絵に沿って

釘を打ち、裏から打ち出して絵や文字を浮かび上がらせる。

板金技術を学ぶ。薄い銅板に自分で書いた絵や文字を転写して、下絵に沿って
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３ 電子技術（電子制御・電子情報）

【マイコン制御による電子サイコロの製作】

実施施設 南伊勢ポリ、東海能開大、高知短大

体験内容 ハンダ付けをしながら電子回路を組み立て、内部に

発光ダイオード（LED）を組み込んだ電子サイコ

ロを製作する。光の点滅をコントロールして、ラン

ダムに１から６までを表示するマイコンボードの

仕組みを学習する。

【ライントレースロボットの製作】

実施施設 千葉短大、東海能開大、中国能開大

体験内容 内蔵された光センサがラインを読み取り、ライン

上を自動的に動くロボットの仕組みを学習し、ハ

ンダ付けをしながら組み立てる。

【ソーラーカー、ソーラーロボの製作】

実施施設 旭川ポリ、秋田ポリ、いわきポリ、福井

ポリ、米子ポリ、長崎ポリ、熊本ポリ、

北海道能開大、近畿能開大、滋賀短大

体験内容 太陽電池で動くソーラーカーを作って太

陽光発電を体験し、その仕組みを学習す

る。
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４ 木材加工

【いすの製作】

実施施設 佐賀センター、熊本センター、南伊勢ポリ

体験内容 木材を釘打ちやボンドで組み立て、いすを製作する。建築大工の道具と技術を

学習する。

【いすの製作】

実施施設 佐賀ポリ、熊本ポリ、南伊勢ポリ

体験内容 木材を釘打ちやボンドで組み立て、いすを製作する。建築大工の道具と技術を

学習する。

【青森ひばの縁台の製作】

実施施設 青森ポリ、

体験内容 さわやかな香りで森林浴気分も味わえる青森ひばの縁台を作る。
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職業能力開発大学校における地域社会との連携について

○ 産業界との連携

【事例１】

滋賀県内の電気自動車研究プロジェクトに協力し、環境と高齢者にやさし

いコンセプトに基づく電気自動車の試作に協力した。（滋賀職業能力開発短期

大学校）

（概要）

社団法人滋賀経済産業協会が滋賀のものづくりを発信するため立ち上げた

電気自動車研究プロジェクト（地元企業３０社が参加）に対し、滋賀短大が

「環境や高齢者にやさしい自動車」という試作車のコンセプトに基づき、県

内企業約３０社から資金や部材の提供を受けて、電気自動車の試作に協力し

た。試作車は、太陽光発電システムを搭載し、フル充電で６０キロ走行でき、

屋根に太陽光発電パネルを乗せ、ライトにはＬＥＤ（発光ダイオード）を使

用して、完成させた。

【事例２】

富山県内の機械系分野の事業主団体に対して、三次元ＣＡＤ技術等に関す

る講習会を実施した。（北陸職業能力開発大学校）

（概要）

社団法人富山県機電工業会に対し、①三次元ＣＡＤ技術、②ＰＬＣ制御技

術等の講習会（１回１２時間）を２回開催し、計２８名が受講した。

（講習内容）

①三次元ＣＡＤ技術

現在、設計現場で広く活用されている「３次元ＣＡＤシステム」の取り

巻く環境や機械設計の効率化を目指した設計プロセスとモデリング手法に

関する知識・技能を習得する。

②ＰＬＣ制御技術

ＰＬＣ（プログラマブル・ロジック・コントローラ）の概要と基本操作

を理解し、スロットマシン制作を題材として、制御技術を習得する。

（参考）

ＰＬＣとは、プログラムで定められた順序や条件に従って、設備や機械の動き

を制御する装置で、生産ラインの自動制御や身近な機械（エレベーター、自動ド

ア等）の制御に幅広く用いられている。
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